
データパイプラインの構築が負担に

「地図に残る仕事。」というキャッチ
コピーを掲げ、1873年の創業以来、
超高層ビルやスタジアム、ダムや橋と
いったさまざまな建築物やインフラを
手がけてきた大成建設。日本を代表
するスーパーゼネコンの1社であり、新
国立競技場も同社によるもの。2020
年から全社を挙げてDXに取り組み、
2025年4月に経済産業省からDX銘
柄に選定された。

業務プロセスの違いにより、個別最
適化が進んだため、これまでは部門
ごとにシステムを構え、データ活用を
行っていた。しかし、よりデータ活用
を推進すべく、全社統一の統合データ
プラットフォーム「Taisei-DaaS」を構築
し、2022年の4月から運用を始めた。

2023年にはデータカタログサイト
を作成し、経営陣・バックオフィス・ビジ
ネス部門など多くの部門で社内に蓄積
されたデータ資産の活用がより一層
加速した。一方で、課題も生じていた。

Taisei-DaaSの開発プロジェクト
に当初から携わっていた関口拓希氏
と辻征氏は次のように振り返った。
「物理データ基盤でのデータパイ

プライン開発は、要件整理から実装、

提供完了まで20日ほどかかってい
ました。我々は、データ利用者から
の更なる要望に応えていくために、
データ提供スピードを改善したいと
思っていました。」

そこで、データ仮想化技術でデー
タの輸送を効率化する「Denodo」に
着目。PoCをおこなった結果、工数
が大幅に短縮されることが分かっ
たため、RFP（提案依頼書）を作成、
Denodoの開発実績を持つ複数の
ITベンダーに声をかけた。

今後を見据えた提案

日 鉄 ソリューションズ（ 以 下 、
NSSOL）をパートナーとして選んだ理
由を、関口氏は次のように説明する。
「まずは、我々の既存環境を理解し

ようとしてくださる姿勢に好感を持
ちました。また、RFPの中ではスク
ラッチで開発したデータカタログサイ
トにメタデータを連携できるかどうか
といった、具体的な実現方法の提案
なども記していたのですが、そのよう
な技術課題に対する回答が適切かつ、
詳細であり、NSSOLはDenodoに
限らずさまざまな領域で高い技術
力を持っているなと感じました。」

NSSOLが行った提案の中核は
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成果

さまざまな部門のシステムやデータを連携し、より活用するために全社統一のデータ統合プラットフォーム
を構築したが、データパイプラインの構築に工数がかかっていた。

大成建設とNSSOLは論理データ管理プラットフォーム「Denodo」に「Azure Databricks」を組み合わ
せることで、社内外さまざまなデータを経営判断や業務効率化などに活用できるシステムを構築した。

データ提供までにかかる工数を大幅に短縮。画像や動画といったこれまでは扱いにくかった非構造化デー
タの活用も期待されている。
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Denodoの導入である。しかし、大
成建設の今後の非構造化データ活
用構想を見越して、キャッシュDBに
Azure Databricksを利用する提案
を加えている。Denodoは、RDB*1

を利用したキャッシュDB*2を構築
することが多いが、大成建設のよ
うに非構造データを大量に保有し
ていて、将来的にもその数がさら
に拡大することを考えると、Azure 
Databricksのようなプラットフォー
ムとの組み合わせが、将来を見据え
た際に最適であると考えたのだ。

担当部門だけでなく全社でサポート

実際に開発がスタートしてからの
NSSOLの対応についても、「キック
オフ直後に製品アップデートがあり、
当初の計画ではなかった最新バー
ジョンでの導入をお願いしましたが、
快く受け入れてくれました」と、辻氏
は評価する。
「当初は、プロジェクトの進め方が

各社で異なっていたこともあり、コ
ミュニケーションがうまくいかないこ
ともありましたが、改善に向けて柔
軟に対応していただきました。結果と

して開発メンバーが一丸、ワンチーム
としてまとまるプロジェクトになりま
した」と、宮川寿也氏も言葉を続けた。

今回のプロジェクトでは、大成建設
においてもNSSOLにおいてもチャ
レンジングな内容がいくつかあった。
そこでNSSOLはDenodoを担当す
る部門だけでなく、全社をあげてサ
ポートしていく体制で臨んだ。

NSSOLのこのような姿勢に対し、
「課題が発生した際に、Denodoの
技術メンバーのみならず、営業や関
連する技術部門を含めて対応にあ
たってくださるのも好印象でした」 
と、今回のプロジェクト責任者である
木村彰宏氏は述べた。

プロジェクトは、予定どおり無事
終了。Denodoを使った新システム
が実装されたことで、データ提供ま
でにかかる工数は大幅に短縮。
「今回のプロジェクトを通じて、 

NSSOLにはさまざまな領域での
専門家の存在や、実績があること
が分かりました。そのため今後は
Denodoに限らず色々と相談した
いですし、サポートしてもらいたい
と考えています」と、松田豊道氏は
NSSOLへの期待を寄せた。
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•NS（ロゴ）、NSSOL、NS Solutionsは、日鉄ソリューションズ株式会社の登録商標です。
•その他本文及び図表内に記載の会社名及び製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。

＊1 RDB：リレーショナルデータベース
＊2 �キャッシュDB：データを一時保存し、データ・アクセ

スの高速化、データソースへの負荷軽減等を担う
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